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教材概要 
 
本教材は平成２６年度文部科学省委託事業「イノベーション創出に向けた高度コーデ

ィネート人材育成事業」の一環として作成された、高度コーディネート人材がイノベ

ーション創出に向けて様々な活動を推進するためのマインドセットと基本的なスキ

ルセットをグループで自修する目的の教材である。 
 
本教材における高度コーディネート人材とは大学などにおいて「新たなシーズ・ニー

ズ発掘等オープンイノベーションによるイノベーション創出のための様々な活動」

（平成２６年度文部科学省委託事業「イノベーション創出に向けた高度コーディネー

ト人材育成事業」仕様書より引用）を推進する人材を指す。 
 
とくにこの人材が以下の様な活動に取り組む際に本教材で自修した内容が活かされ

ることを期待している。 
• 多様性の相互作用を戦略的に活用し、イノベーティブな解を創出する活動 
• イノベーティブな解をそれがもたらす価値の広がりを考えながら社会実装

（例：事業化）することを検討する活動 
 
こうした活動はイノベーション創出をめざした研究プロジェクトの初期段階で、方向

性やコンセプトなどを検討していく局面においてより有効であるが、部分的な応用は

イノベーション創出の過程において局面を選ばず可能である。 
 
前述の通り、本教材はグループによって自修されることを目指しているため、全ての

解法が載っている教科書では無く、基本となる考え方に練習のメニューとその効果的

な方法加えて提示し、自修者が自らの環境や状況に合わせて改変しながら練習を継続

できることを支援する教材である。 
 
また本教材は、教材の内容を理解した人物を講師として研修を行った場合、５日間で

すべての内容を講義と演習の組み合わせにより学習可能となる内容量となっている。 
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本教材の使い方 
本教材は大学等におけるイノベーション創出に向けた高度コーディネート活動の効

果的な実行を目指して、URA や産学連携コーディネーターなどが所属組織において
練習や実践を繰り返し、経験を積むための効果的な考え方と方法の基礎を教授するこ

とを目指している。 
 
本教材の具体的な使い方は以下の通り。 
 
人数：１名以上、上限５名程度のグループ	
 

形態：	
 

	
 ・本教材をプロジェクターで投影するなどし、教材部分についてはグルー

プで読み合わせるなどして共有し、必要に応じてディスカッションを行

う。	
 

	
 ・事例を読み合わせるなどして、具体的な応用例について学習する。	
 

	
 ・個人またはグループで演習を実施し、その後演習の回答を元にディスカ

ッションを行う。演習の解答例を参照する。	
 

 
 
本教材の狙いは、大学等における URAや産学連携コーディネーターなどがイノベー
ション創出に向けて自ら様々な高度コーディネート活動を計画・実施できる様にチー

ムで継続的にトレーニングを行える様になることである。 
 
これは大前提として、 
 
・イノベーション創出プロセスは無限に存在する 
・イノベーション創出プロセスにおけるコーディネート活動は無限に存在する 
 
という考え方に基づき、「イノベーション創出に向けた高度コーディネート活動」に

関する教材としては基礎的な考え方とその実践的な練習方法のみを教授し、その後は

実施主体者がそれらに基づいて自ら置かれた環境、状況に合わせて学習と習熟を進め

ていくということが最も本質的かつ合理的であると考えているからである。 
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本教材では、イノベーション創出に向けた様々な高度コーディネート活動のうち、以

下について取り扱う。 
 
	
 ・多様性の相互作用を戦略的に活用し、イノベーティブな解を創出する活動	
 

ー多様性の相互作用を戦略的に活用する工夫	
 

	
 ーイノベーティブな解の創出のための工夫	
 

	
 ・イノベーティブな解をそれがもたらす価値の広がりを考えながら社会実装

（例：事業化）することを検討する活動	
 

 
より効果的に本教材を用いるための副読本として以下を推奨する。 
	
 ・「文部科学省	
 平成２５年度事業	
 イノベーション対話ツール」	
 

	
 	
 http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/sangaku/1347910.htm 
 
また、本教材では取り扱わないプロジェクトマネジメント、知財マネジメント、既存

の研究シーズ調査、などについても URAまたは産学連携コーディネーターとしてイ
ノベーション創出を目指す上で重要な活動であるので、既存の URAに関するスキル
標準や研修・教育プログラムなどを参照することを推奨する。 
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教材の内容 
 
大きく４つの構成から成り立っている。 
I. 教材の概要と導入	
 

II. イノベーション創出クティビティのデザインとファシリテーション	
 
III. イノベーション創出アクティビティの工夫	
 
IV. イノベーション創出アクティビティにおいてアイディアを事業へつな

げる	
 

 
 
それぞれの内容について以下に簡潔に示す。 
	
 

	
 	
 I.教材の概要と導入	
 

	
 	
 	
 	
 １.教材の全体像、教材の背景	
 

イノベーション創出の考え方、またそれに伴った高度コーディネート人材の振る舞い

について。これらを踏まえて、教材の基礎となる考え方を紹介。 
 
 
	
 	
 II.イノベーション創出アクティビティのデザインとファシリテーション	
 

	
 	
 	
 	
 ２.イノベーション創出アクティビティのデザイン	
 

	
 	
 	
 	
 ３.イノベーション創出アクティビティの１つとしてのワークショップのデ

ザイン	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ４.イノベーション創出アクティビティにおけるファシリテーション	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ５.イノベーション創出アクティビティの１つとしてのワークショップの

ファシリテーション	
 

イノベーション創出アクティビティの基本的な考え方について理解し、そのデザイン

を意識することについて。 
イノベーション創出におけるワークショップの位置付けを定義する。また、ワークシ

ョップをデザインするための考え方について「イノベーション対話ツール」を参照し

て学習し、ワークショップのデザイン演習を示す。 
イノベーション創出におけるファシリテーションの考え方を紹介する。ワークショッ

プにおけるファシリテーションについて「イノベーション対話ツール」を参照して学

習し、ワークショップにおけるファシリテーションデザイン演習を示す。 
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 III.イノベーション創出アクティビティの工夫	
 

	
 	
 	
 	
 ６.イノベーション創出アクティビティのよくある困りごと	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ７.アイディアから次のイノベーション創出アクティビティへつなげる	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ８.イノベーション創出アクティビティにおいてアイディアを可視化・具現

化する	
 

大学などで取り組まれるイノベーション創出アクティビティにおいてよくある困り

ごとを挙げ、本項で扱う内容との関係を示す。 
イノベーション創出アクティビティの連続についての考え方を学習する。連続の際に

きっかけとなる「インサイト」の考え方を紹介し、ワークショップにおけるインサイ

トの抽出演習を示す。 
	
 イノベーション創出に向けてアイディアを可視化・具現化することについてのモチ

ベーションについて理解をする。具体的な可視化の手法を学習し、即席プロトタイピ

ングの要点について学習し、それぞれの演習を示す。 
 
 
	
 	
 IV.イノベーション創出アクティビティにおいてアイディアを事業へつなげる 
	
 	
 	
 	
 ９.イノベーション創出における事業化の考え方	
 

	
 	
 	
 	
 １０.アイディアが提供する価値と価値連鎖を検討する	
 

	
 	
 	
 	
 １１.アイディアをビジネスモデルの側面から検討する	
 

	
 	
 	
 	
 １２.アイディアや事業を成長させるという観点から検討する：マーケティン

グの考え方の活用	
 

	
 	
 	
 	
 １３.アイディアや事業を成長させるという観点から検討する：アカウンティ

ング、ユニットエコノミクスの考え方の活用	
 

	
 	
 	
 	
 １４.アイディアや事業を事業性という観点から検討する：ファイナンス、不

確実性・リスクの考え方の活用	
 

イノベーション創出を不確実性の高い事業化と捉えた場合の基礎的な考え方を紹介

する。 
事業化に関する専門的な知識や経験を有さない場合でもアイディアを事業化に向け

て検討していくための手法を学習し、それぞれの演習を行う。 
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教材を用いて行うグループワーク型の研修の参照スケジュール 
 
以下に教材の内容をよく理解した講師が研修として本教材を用いた場合の参照スケ

ジュールを示す。講師の熟練度によってこの限りではないことに注意が必要である。 
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教材を用いるにあたり注意すべきこと 
 
本教材はイノベーション創出に向けた様々な高度コーディネート活動の中でも以下

の観点に特化していることに留意されたい。 
• 多様性の相互作用を戦略的に活用し、イノベーティブな解を創出する活動 

Ø 多様性の相互作用を戦略的に活用する工夫 
Ø イノベーティブな解の創出のための工夫 

• イノベーティブな解をそれがもたらす価値の広がりを考えながら社会実装

（例：事業化）することを検討する活動 
 
上記観点は大学等において様々なコーディネート活動や研究支援活動を行ういずれ

の場合にも応用が可能である。 
 
例えば 
大学において教員らと研究テーマについて議論するミーティング時、 
競争的資金応募のために研究の出口の方向性を議論する状況、 
など。 
 
本教材の内容を様々な業務の内容に合わせて適切に応用を試みることを推奨する。 
 
 
一方で、本教材の内容が適さない状況や事情も確実に存在することに留意されたい。 
・研究などの主体が明らかに多様性の相互作用などの要素を求めていない場合 
・議論の参加者らが社会実装（例：事業化）などについての議論を求めていない場合 
など、こうした状況で十分な事前準備と調整無く本教材の内容を適用しようとするこ

とは状況の混乱等を招く可能性が高く、成果にも繋がらない可能性があるので注意が

必要である。 


